
業務実績（令和4年度）

Ⅰ. リハビリテーション疾患区分および疾患名

運動器リハビリテーション
変形性股関節症
変形性膝関節症
腰椎すべり症
腰椎椎間板ヘルニア
腰部脊柱管狭窄症
膝半月板損傷
肩関節周囲炎
肩腱板損傷
上腕骨近位端骨折
橈骨遠位端骨折
腰椎圧迫骨折
大腿骨頚部骨折術後
人工膝関節置換術後
人工股関節置換術後 など

平均年齢 41.1 ±25.54 （歳）

脳血管リハビリテーション
脳性麻痺
低酸素脳症
二分脊椎
脳梁欠損
ダウン症候群
脳症・脳炎後遺症
脊髄損傷
後縦靭骨化症
脳梗塞
脳出血
パーキンソン病
末梢神経障害 など

【外来】
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呼吸器リハビリテーション
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呼吸器

50%

Ⅱ.リハビリテーション疾患区分および疾患名

平均年齢 85.2 ± 15.12 （歳）

業務実績（令和4年度）
【入院】

脳血管リハビリテーション
脳性麻痺

呼吸器リハビリテーション
肺炎 など

運動器リハビリテーション
変形性腰椎症 胸椎・腰椎圧迫骨折
変形性股関節症 腰椎すべり症
変形性膝関節症 腰部脊柱管狭窄症
上腕骨骨折 頚椎症性脊髄症
大腿骨頸部骨折（術後含む） ペルテス病術後 など

廃用症候群リハビリテーション（廃用をもたらすに至った要因）

貧血 骨折
虚血性心疾患 その他の消化器系の疾患
その他の呼吸器疾患 など



自宅

100%

車いす

100%

Ⅲ.リハビリテーション疾患区分別内訳

A．脳血管疾患

業務実績（令和4年度）
【入院】

1.（平均）年齢       9   （歳）

2.（平均）在院日数  23   （日）

3.移動 4.転帰

※1名の為、実数を記載
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Ⅲ.リハビリテーション疾患区分別内訳

B．廃用症候群

業務実績（令和4年度）
【入院】

1.平均年齢   82.7 ± 10..01   （歳）

2.平均在院日数   29.3 ± 15.70    （日）

3.移動 4.転帰
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Ⅲ.リハビリテーション疾患区分別内訳

C．運動器疾患

業務実績（令和4年度）
【入院】

1.平均年齢   84.7 ± 16.38 （歳）

2.平均在院日数   38.5 ± 28.06 （日）

3.移動 4.転帰
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Ⅲ.リハビリテーション疾患区分別内訳

D．呼吸器疾患

1.平均年齢   87.9 ± 8.33 （歳）

2.平均在院日数   45.3 ± 32.68 （日）

業務実績（令和4年度）
【入院】

3.移動 4.転帰
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